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まえがき

般に、自尊感情の高い子どもは低い子どもに比べて物事に積極的に取り組み、

何事にも挑戦し、困難に出会っても立ち向かい、最後までがんばることができる

といわれています。自尊感情は、私たちが心身ともに明るく元気に、健康に、そ

してよりよく生きていくときに必要な心理的基盤です。

ところが今日 、子どもを取り巻く螺境の変化に伴って、自分に対して自信のな

い子どもや将来に対して夢や希望のもてない子どもの増加が指摘され、生きる力

とかかわる自尊感情の育成が重要な教育課題となっています。そのため、とちぎ

教育振興ビジョン(三期計画)においても、 25の達成課題のーっとして自尊感情

の育成を挙げ、道徳教育の充実など自尊感情を育む教育の実践を呼びかけていま

す。

学校で自尊感情が培われる場は、主に学級(ホームノレーム)と授業です。自尊

感情を育むには、まずは担任の先生から認められ、愛され、学級にいることの安

心と喜びを子ども自身が体感できることが肝要です。その上で、子ども一人一人

が自分の中で価値を置く領域において成功経験を重ねつつ、しっかりと自己を受

容できるように指導 ・援助していくことが求められます。

このような状況を踏まえ、本冊子は、今の時代に育った子どもたちの自尊感情

を、どのようにして育むかということについて つの提案を行うものです。本冊

子の前半では、最近の研究知見を参考にして自尊感情とは何かについて検討し、

自尊感情を育成するときの視点を整理しました。後半では、学級 ・ホームノレーム

担任の先生方が、日常の教育活動の中でどのような点に留意して自尊感情を育め

ばよいかが分かるように、具体例を挙げて指導 ・援助のポイン卜を示しました。

自尊感情を育むときの視点をキーワー ドで表現すると、小学生の場合は自草感情

を 「伸ばすJ、中学生の場合は自尊感情を「低下させなし、」、 高校生の場合は自

尊感情を「回復させるJ、と いうことになります。

当センターでは、先生方が教育相談や学級経営を行う上で参考としていただけ

るように、「学級 ・ホームノレーム担任のための教育相談」を継続して発行してき

ました。本冊子が先生方の日頃の実践に対して新たな視座を提供し、少しでもお

役に立てれば幸甚です。

平成24年 3月

栃木県総合教育センタ一所長

瓦井千尋



目 次

理論編

|| 第 1章 子どもたちの状況と自尊感情 11 

1 子どもたちの状況

(1)相談室にやってくる子どもたちの状況

(2 )子どもたちは必ずしも元気いっ1まいではない

( 3)国際的な子どもの意識調査

(4 )日本の子どもの自尊感情に関する研究

2 自尊感情への注目 . .................................... 2 

(1)自尊感情という視点をもっ

(2 )自尊感情を育てるために

(3 )ほめるだけで自尊感情は育つのか?

||第 2 章 自尊感情とは何か 11 

1 自尊感情の定義 一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一 4

2 自尊感情が大切な亀白 一一一一一一一一一一一一一一一一 4 

3 自尊感情の構造や成り立ち 一一一一一一一一一一一一一一一 5 

(1)自尊感情と自己評価

(2 )自尊感情と自己概念

|| 第 3 章 自尊感情の土台にある基本的信頼感 11 
1 基本的信頼感とは 一一一一一一一一一一一一一一一一一一一 9

2 基本的信頼感を育むために 一一一一一一一一一一一一一一一 9 

3 基本的信頼感を土台とした

自尊感情は他者を尊重する 一一一一一一一一一一一一一 9 

自尊感情の構造や成り立ち (要約)



実践編

第 4 章 発達段階ごとにみた

自尊感情の特徴と育成の視点

1 乳幼児期 一一一一一一一一一一一一一一一一 11

2 小学校期 一一一一一一一一一一一一一一一一一 12

3 中学校期 一一一一一一一一一一一一一一一一一一一ー 12

4 高校期 一一一一一一ー一一一一一一一 13

区立 自尊感情を育むには

1 小学校の実践例 一一一一一一一一一一一一一一一一 15 

2 中学校の実践例 一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一 18

3 高等学校の実践例 一一一一一一一一一一一一一一一一一一 21 

まとめ

1 自尊感情を育成するときの視点

2 子どもとかかわる大人の姿勢

23 

24 

コラム 発達的にみた自尊感情の育ち

1 乳幼児期の自尊感情の育ち

2 児童期の自尊感情の育ち

3 思春期の自尊感情の育ち

F
h
J
V

守，e
《
U
U

2

2

2

 



理論編

子どもたちの状況と自尊感情

.. ‘8 帽R ~ 

1 子 どもたちの状況

唱， 一 司臥
J・一

(1)相談室にやってくる子どもたちの状況

相談室でよく耳にする子どもたちの言葉があ

ります。「やる気がしなし、J1だるし、J1疲れるJ

「食欲がなし、JIlIl'れなし、J1顕がぼーっとする」

「別にJ1どっちでもいいJ1どうせ J 1微

妙J1自分にはムリJ等々回これらは抑うつを

示唆する言楽です。抑うっとは、それまででき

ていたことがtzにできなくなって落ち込むこと
です。抑うつが強くなるとイライラして攻撃的

になる場合もあり、家陛や学校では「ウザし、」

「ムカつく」などの言誌を発し、行動の調整が

つかなくなる干もいます。抑うつが明らかにな

るのは小学校向学年頃で、 抑うつ状態になると

由貿の念をもつようになり、自主事感情が下がっ

た状況が長く続きます.

担~I うつ状態は中学生や高校生の不登校の子ど

もたちによく見られる症状です。彼らの中には

日常生活での何らかのつまずきがきっかけとな

り、それが人生の般源的なmjし、かけに発展し、
深まっていく干もいます。彼らの目、いは、「自

分には価値があるのだろうかりJ1生きていく

意味って何だろうかり」といった言葉として語

られます。自分自身の存在を般底から括るがす

ような思いや、生きていくことに対する不安や

自信のなさ。彼らの悲椛な叫びは、表而上は平

静を装っているかに見えるその口から発せられ

るからこそ、相談を受ける者の胸に、しばしば

鋭く突き刺さってきます 。

(2)子と・もたち|お必ずLも元気いっ1かではない

相談室にやってくる子どもたちというのは、

ごく普通に暮らしている子どもたちに比べれば

極端な状況にあるかもしれません。 しかし、相

談室にやってくる前に相談できる人、例えば先

生や組、その他の大人たちに巡り会えたという

子どもも少なからずいることを考えると、ごく

普通に拡らしている子どもたちの中にも、不安

や自信のなさを抱え、将来に希望をもてない子

どもたちが相当数いるのではないかと思いま

す。

I量近の子どもたちは 「疲れたj という言葉を

実によく口にします。実際にいろいろなことを

やらされているのかどうかは別としても、子ど

もの実感としては、何だかたくさんのことを「や

らされている」あるいは 「やらされそうになっ

ている」という気分になっているのです。何だ

か分からないけど、日常の生活にI~I塞感を感じ、

自分の存在に自faをもって生きていくことがで

きなし」 何となく生きづらい。そんな気分を抱

えているために、「疲れたJという言拡がつい

口から出てしまうのでしょう。今の子どもたち

は必ずしも元気いっぱいではないのです。

(3 )国際的な子どもの意識調査

実は、そうした日本の千どもたちの機子が国

際的な干どもの意敵制査に現れています。意識

調査には様々なものがありますが、総じて言え

ば、日本の子どもたちはアメリカや中国など諸

外国と比べると消極的であり、自分に対して15

定的な図書をする割合の低いことが明らかにな

っています。

ここに、近年話題となった捌査結果を2つ紹

介します。 つは、 2007年2月にユニセフの研

究所が発表した、世界の先進国の子どもたちを

対象に実施した幸伺度調査の結果です。集計さ

れたデータにおいて、日本の子どもたちは、い

ずれも F位の方に位世していました。中でも衝

撃的だったのは、子どもの主観的な幸福度の中

で、「孤独を感じる」と答えた子どもの比率が

約30%と、他の国の 5.......10%に比べて突出して

同し、ことでした。孤独の強さというのは、心の



状態は高校生になってもなお続き、なかなか回

復しないという傾向です 。その要因については

まだ明らかになっていませんが、家庭や学校で

の不安やストレス、..外感などとの関連が指摘

されています。

-・高.. ‘ 
自尊感情への注目2 

--.1昏

( 1 )自尊感情という視点をもっ

経済的には泣かなはずなのに、今の子どもた

ちは、心の居場所が少なく 、自分を支える心の

法盤が脆弱化している巴また、自分を認め、自

分の存在に自信をもって生きていくことが難L

くなっている。これは、一体どういうことなの

でしょうか。

今の社会は使flJで些かな11会になワました
が、人と人とのつながりが稀薄になり 、闘った

ときにお互いに支え合ったり、助け合ったりす

ることが本当に難しし、社会になりました。それ

どころか、ほんのわずかな失敗でさえも厳しく

批判lされ、自己責任として切り捨てられてしま

うような雰聞気が社会全体に広がっています。

そういう社会の状況を、一番弱い立場の子ども

たちが敏感に感じ取り 、影響を受ける結来、 だ

んだん元気を失い、疲れていくのではなし、かと

思うのです。

... 

居場所のなさや依存対象の少なさなどと関tliし

ています。周囲の人たちとのつながりがもてな

かったり 、JJ2・や希51!がもてなかったりすると孤

独を感じます。自分を支える心の必般の脆弱な

子どもたちの状況が憂慮されるところです。

もう一つは、内閣府が実施した調査結巣の比

較です。平成 1 2年の 「低年齢少年の価値観~~:に

関する淵査」と、平成19{手の「低年併合、年の生

活と意殺に1到する捌査」を比較すると、 I自分

に自信がある」と答えた小学生の割合が56.4%

から47.4%に、中学生が41.1%から29.0%に低

下していることが分かりました<;JA1 >。

また、平成16年の「第71回世界青年意限調査J

(対象は16歳-24歳)では、「自分に誇れるも

のをもっていますか」という質問に対して、「誇

れるものはまったくなしリと答えた日本の青年

は10%弱存在L、臥米と比べて23いことが分か

りましたく唆2>。これらの内閣府の制査結果

から、今の干どもたちゃ青年の自尊感情が、以

前と比べて、あるいは他国と比べて低いことが

浮き彫りになっているのです。

(4)日本の子どもの自尊感情に関する研究

上記のことと関連して、日本の子どもの由時

感情に関する研究を調べてみると、そこにはあ

る共通した傾向を見いだすことができます。

それは、小学校入学当初は高い状態にあった

自都感情が学年進行とともに低下し、高学年頃

から中学生にかけて肢も低い状態になり 、その

2、2昨執るも明ままったくな訪リと答えた押印潮合叫踊此撤f白分に白慣があるJ と容えた児章生徒の~I合1u 

第7回世界青年意様調査岬M16t引 周肉開府】
極年惨少年のa・値楓寄に閲する調牽{平成、"事肉阻隔}と
低年齢少年の生活と..に聞する調査 【事局主描写肉聞a・3との比般

『謂れるものはまった〈ない」
也
胃

9

S

7

6

S

4

3

2

1

0

「自分に自慣がある』'‘ 
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出典 「第7回世界情勾Z意段調査結果概要速報第111部調査
票及び単純集計結果J(内閣府、2叫，)より作支

ス今..-'f:.>ドイツ.閣日本

一2-

.'・g監阿"
出典 『匝樽怜少年の咽舌と意描ご摘する概査第11部調駈夕晴男L
第1旗第時計自分叫iるみJ(内相?甜?うより!制定

日目"小笥陰金111')'トーヨ住同日

問



理論編

では、このような時代に育った子どもたちに

どのように接すればよいのでLょうか。一言で

いえば、干どもの存在をあるがままに訂定する

こと、認めることです。心の居場所を提供して

育むことです。子どもたちは、大人から指摘さ

れるまでもなく 、自分の欠在はある程度知って

います。欠点を踏まえた上で、それで自信をな

くすのではなく、自分を11定的に促えて、みん

なと協調していくことができるようにするこ

と、また、そのようなことが許される竿校や家

庭や社会の在り方を目指すことが鼠要なので

す。そして、そのような取組をill<める際に、子

どもの心の居場所があるかどうか、子どもの心

の基般が育っているかどうかを子ども自身が、

あるいは大人が俄認するときの一つの観点とし

て注目されているのが、「由時感情」なのです。

(2 )自尊感情を育てるために

今の子どもたちの状況を見て、親や教師など

の大人は、子どもたちは自分に自信がない、自

尊感情が低いのだと理解し、自幹感情を育てよ

うとします。そして、自尊感情が低いのであれ

ば、それを高めるように働きかけようとします.

すなわち、子どもたちが自信をもてるように、

何か良いことをしたらほめる、出番を作ってう

まくできたら評価する、学校生活の何気ない一

瞬にも戸をかける、などがそれです。このよう

な方法は、 一般的には有効な方法といえます。

しかし、今の子どもたちは発達的にみると個人

庄が大きく 、由時感情の育ちも一人一人異なる

可能性があるため、その子に応じた働きかけを

工夫することも必要であると考えます。

そこで、本冊子では、 Iit近の研究知I止を参考
にして自尊感情。コ構造平成り立ちなど主に自尊

感情の形成要因に基づいて検討を行い、自陣茜

fIiの育成の観点を発達段階ごとに整理3し、事例
をmいて指導 ーm申Jのポイントを示しました。
結論を言えば、学校において子どもの自陣感

情を育てるためには、子ども自身が自分に対す

る信頼感(基本的信頼感)をより確実なものと

するようにかかわりながら 子ども自身が自分

一3-

の中で最も価値を世いている分野や領域におい

て成功経験がもてるように働きかけるというこ

とです。

発達段階ごとにみると、小学生段階では、子

どもが自分のよさや強みを知り 、「自分は00
ができる」と自分の中で思える領域をどんどん

明やしていけるようにすること、子どもが価値

を(11いている分野や守口岐において成功経験がも

てるように指噂 目lillJlJすることなどが大切で

す。これは自噂感情を 「伸ばす」 働きかけです。

中学生段階では、「自分は何者ーであるかJと

いう自分への!日lいが深まり 、自己が掃さぶられ、

自尊感情が低下するl時期であることから、子ど

もをありのままに認めること、プラスとマイナ

スが入り混じった感情を受け止めていくこと、

子どもが自分のよさや強みを再確認できるよう

に指導 ・援助すること、千どもが自己形成の糸

口を見つけるのを見ギjることなどが大切です。

これは自尊感情を 「低下させ主い」 働きかけで

す。

同校生段階では、自分が成功したいと願う制

域に対する自他の評価が気になったり、型組と

現実のズレに悩んだりする時期であることか

ら、子ども自身が自分の中でi詮も価i也をi11l>、て

いる領域において成功経験をもてるように自己

のもつ評価法準を見直すのを緩助すること、集

団~'1J:会との関係において自己のよさや強みを

発見させることなどが大切です 。これは自尊感

情を 『回復させるj働きかけです.

(3 )ほめるだけで自尊感情は育つのかっ

本冊子では、自尊直的を育むためには、ただ

ほめたり評価したり、あるいは声をかけたり役

割lを与えただけでは 1分ではないと考えてい

ます。それは般的には有効な方法なのですが、

現在の子どもたちの由時感情の状況を考える

と、子ども一人一人の自尊感情の成り立ちゃ育

ちを考屈して、働きかけを工夫していくことも

必主主であると考えています。

次章からは、自時且附に閲する考え方とその

育て方について詳しく述べたいと思います。



自尊感情とは何か

自尊感的に1期する研究には様々なものがあり

ます。本草では、 lil近の研究知見 (脈問、 2曲 8

岩国 2007;'1111:1， 2007)を参考にして、白部感情

とは何かについて検討します。具体的には 白

書事感情の定:/ii，自噂感情が大切な理由 自陣感

情の構造平成り立ちについて述べます。

~ ..，. 
1 自尊感情の定義

一一 --自尊感情とは、 『自分に対する15定的感情j

であり、 「自分の短所や欠点も含めて、自分で

自分を価値あるものとする感覚」のことです。

子どもの感覚に即していうと、「僕は、自分の

ことが好きJr私っていい感じJr自分つてなか
なか素敵な人」などのように、自分はそれなり

の能力とよい而をもった大切な存在であると、

自分で自分を認められる感党のことです。由時

感情の特徴の一つは、この感覚が一時的なもの

ではなく、個人の中にある程度、安定して存在

しているということにあります。何かに成功し

て、その時だけ自己評価が上がっても、由時謀

mが高まったとはいえないのです 。
自尊感情の根底には、個人が自分をどういう

人間1とみなしているかという自己慨念、あるい

は自己イメージがあります 。低年齢の子どもで

あればあるほど、この自己概念や自己イメージ

はまだ13織的でなく 、暖昧なものではあっても、

それでも自分はどうやらこんな人間らしいとい

う自己像に基づいたものが自尊感情といえま

す。

一4-

.μ4司F・‘'司.~，‘・司..-
ところで、なぜ自陣感情が大切なのでしょう

か。それは、私たちが日市生活をどう生きてい

くかということに、由時感情が深くかかわって

いると考えられているからです 。例えば、自尊

感情の低い人は向い人に比べて、全般的に次の

ような傾向があるといわれています。

ー日々の出来事を否定的に評価する。また、そ

の時の気分により l.li来事を衝撃的なものとみ

なす傾向がある。

・自分を否定的に拠える結果、失敗経験をより

強く認織する。

・危機的状況においてストレスに対処する力が

低い。

・日常生活でストレスが加わったとき希望の喪

失感を生みやすい。

このように、自時感情が低いと、日常生活で

出会う機々な出来事を否定的なものとして提え

てしまう傾向があります。つまり、自尊感情が

大切なのは、自尊西ffiの向さが日常生活で出会

う傑々な出来事を肯定的なものとして促えるメ

カニス'ムを支えているからです。そして、機々

な出来事を訂定的に拠える経験の帯税が、さら

なる白勝感情の支えになるという循環的な関係

を生みだしていくからです。

もう つ由雄感情が大切な理由があります。

それは、自尊感情の在り方によって、これから

(将来)の事象に対する態度や行動が異なって

くるということです。

子どもたちは、身体能力、認知能力など4し、身

がめざましい発遣を遂げるとともに、 子どもが

自分でやれる事柄が飛日目的に明大します。部庄

の灯りのスイッチを押す、!恨のボタンを掛吋る、

クレヨンで絵を怖く、ポールを投げるなど、日

常生活で繰り返されるそれら一つ一つが、自ら
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が能力や有能さをもっ主体であるという感覚を

支える経験になります 。もちろん、その感覚を

確かなものとするのは、他者ーからの承認やJ't筒、

励まし、評価、共感であることはいうまでもあ

りません。経験を重ねる中で私たちは他者の反

応を様々に受け止め、その中で「自分は00が

できる」ということをより明確に感じていきま

寸。この自らの能力や有能さの感覚は自尊感情

を支え、さらに、自らが自信をもって行動する

ための心理的基盤になります。言い換えると、

成功経験とそこで育まれた自尊感情には、自ら

の能力平有能さの感覚も備わっており、それら

が、これから(将来)の事象に対する自信をも

った態度や行動の基慌になっていくのです 。

つまり、由時感情は、肯定的な過去を刻むと

ともに、昨定的な未来へと自分をつなぐ架け

陥の役割を巣たしているのです。近年 教育に

おいて由時謀怖が誼目されるのは、自尊感情が

もっこのような飽刊が、生きる力を支える基盤

として重要であると考えられているからです。

一 唱 。..... 
3自尊感情の構造や成り立ち

... ，..，. --- --. ~‘ 
それでは、自尊器怖とは一体どのような構造

や成り立ちをしているのでしょうか。

自尊感情と関連する自己評価のメカニズム

と、自尊感情の根底にある自己概念について述

べます。

(1) 自尊感情と自己評価

①自尊感情は成功と願望的関数

自昨感情とは 『自分で自分を価値あるものと

寸る感覚」であると先に述べましたが、し、かな

るときにその感覚が成り立つのでしょうヵ、。ま

ず、由時感情と関連する自己評価のメカニズム

について述べます。

今から 120年ほど前のことですが、ジェーム

ズり叫ふ官)とし、う心虫学者は『心理学Jj;t製品1890)
という本の9:1で、人の自時感情は、願望(その
人の願いや要求)を分母、成功を分子とする公

式で決まるとしましたく図1>0この考え方は、

コ

自噂感情の構造や成り立ちを考えるときの出発

在となるものです。ジェームズのいう成功とは、

自分のもつ願盟とのl間数における成功経験であ

って、由時感情を高めるための特定の活動や課

題が自分の願望と別個に存在するわけではあり

ません。つまり、自分が成功したいと願う領域

での成功経験が、由時感情を同める上では重嬰

であるということで寸 。そのため、その人の願

望のレベノレが而すぎたり 、あるいは自らの長所

や強み(能力)とはまったく無出係のところに

願望を{泣いたりしている.tj，}合は 成功を経験す

ることは難しく、その結*、自尊感情は而まら

ないことになります。

例えば、才能にも容姿にも恕まれ、人望も厚

く、社会的には多くの成功経験を1riねているよ

うな人が、なぜかいつまでも自尊感情がもてず

に苦しむような場合があります。中学生干高校

生の中にも、成縦優秀で友だちからの信頼も厚

く、はたから見れば順調な学校生活を送ってい

るのに、なぜか自信のもてない子がし、ます。そ

れは、それらの成功経験が、その人にとっては

成功経験としての意味をもたなし、からです。た

とえ成功しているように見えても、その人にと

っては願望との関係においてまだ不足であると

感じられたり 、その成功が願望とは別の次元に

位位付くために無価値と感じられたりするから

です 。もし、願望を小さくしたり、長所や強み

など成功できているところに願望の熊庶を変え

ることができれば、由時感情は高めることがで

きるのです。

自尊感情=
成功

願望(要求)

ウヂJアム yエームズ『心理学原理.DJ890年

図 1 ジェ ムズの公式



結局のところ、何をもって成功とするかは、

その人の自己評価の問題であり、その人のもつ

評価!.!;準が何であるかで決まるということです

く図2>0 そして、その基準というのは、f，!Jい頃

からの経験を通して形成された価値基準であ

り、内容も構造も個人によって綴々であるとい

うことです。

②評価基準としての理想自己

個人の価値基単は人によって綴々であって

も、自己を評価する際の基準には各個人にある

程度共通の特徴があるのではないかと考えられ

ます。その中で、個人が自己を評価する際の基

準のーっとして、本人が「こうありたし、Jと心

に揃く自己像である、 「理1恕自己」を挙げるこ

とができます。思想、自己は、本人が抱く願望と

の関係において設定された自己評価の基準で

す。この理惣自己を用いて現実の自己の取組や

経験を自己評価することになります。

来談者中心カウンセリングで有名なロジャー

ズ (Roger~.C. R. )は、自己評価の基準として「理

恕自己」に注目しました。彼は、自分の心の中

に描く「理組自己J(あるべき自分)と「現実

自己J(現実に経験する自分)との自己不一致

が、不適応状態の原因の一つであると考えま L

た。自己不一致とは、例えば、「成績がよいは

ずの自分J(理想自己)が実際にテス トを受け

て「成績が恕かった自分J(現実自己)にni而
して不適応J甚が生じ、自尊感情が下がるという

状態をいいます。ロジャーズのカウンセリング

では、そのような場合、その人の気持ちを聞く

ことによって、その人自身に思い通りにならな

い自分もあることを受容させ(自己受容)、願

望と経験の一致感が生じるように伝助すること

とされています。

私たちは、現実の自己がたとえ耳111.1¥自己に合

致していなくとも、そこへの連続性や実現の可

能性を感じることができていれば特に大きな支

障はありません。むしろ、その差を自己形成の

指針として利用することもできます。問題なの

は、あまりに日すぎる理想自己や、現実自己と

のつながりが見つけられないような理想自己を

一6-

評価基現在に置くことによって、自己をドf定的に

評価できなくなってしまうことで寸 。そのよう

な場合は、思い通りにならない自分もあること

を受容し、今の自分の経験とつながりがもてる

ように評価基準としての理想自己を見直すこと

が必要になります。つまり 、理組自己は自己評

価を行う際の評価基判長の一つですが、現実自己

との関係において、その内容の検討が必嬰にな

るということです。

このように、自己評価の|剖姐を考えるときに

は、促えた自己の姿、すなわち現実自己ととも

に、それを評価する基準のレベノレ等についての

験討が求められますく掴口。

③自己評価の仕方としてのグッド イナフ

自己評価の問題を考えるときにもう一つ重姿

なことがあります。それは、自己評価の際の評

価の仕方です。これも広い意味では、評価基準

の問題といえます。

例えば、保々な心理学研究で使用されている

自尊感情尺度を作成したローゼンパーグ

(R白山berll抗}は、自己を評制する仕方を二つ

に分けています。 一つが「とてもよし、 (Vf!fYgood 

ベリーグ γ ド)J もう 一つが「これでよい

u:ood enough グッドイナプ)Jという評価の{j方

です。前者は、世話越性や完全性の感情(自分は

他者ーよりも能れている ・完全であると思ったと

きの自負心など)と関連しており、他者と比較

しての優越という意味合いを吉んでいます。そ

時
働者の視点

図2 O己際価のイメージ図
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れに対して後者は、優越性や完全性の感情は吉

まれず、自らの基4"に照らして自分を受容し、
自分に対して素朴に好意を抱くという意味合い

を古んでいます。ローゼンパーグ自身は、後者

をもって白勝感情であるとしています。このよ

うなことから、他者との比較ではなく 自らの

基準で自己を評価したときに沸き起こる 「自分

はこれでよい」という感覚を白斡感情と拠え、

その育成について考えていこうと思います。

④自らに根ざした評価基準で自らをよしとする

ときに高まる自尊感情

ところで、自己評価において「グッド ・イナ

フJあるいは 「自分はこれでよしリという感覚

をもっということは、他者の評価基準を気にせ

ず、自らの評価基準で自らをよしとすることで

す。これは、自立と深く関わる大きなテーマで

す。私たちは日?ifにおいて自分を評価するとき

でさえも、他者の評価が気になり、他者の視点

に依存しがちです〈図2>。先に述べた理想自己

に関しても、他者の視点を含んでいる可能性が

あります。この点をどう考えるかということに

ついて検討する必要があります。

私たちの価値基郁というものは、そもそも、

社会や文化における価値を取り込みつつ形成さ

れていくものです。 Lたがって、そこに他者の

視梶が取り込まれることはいうまでもないので

す。大切なことは、他者の視点をそのまま取り

込み、他者ーの価値!A準にそのまま依存した形で

評価基準を形成しているのか、それとも他者の

視点を取り込みつつ、自己の「内的基準」と L

て形成し直すプロセスを経ているのかという点

です。つまり、他者の価値基準を取り込みつつ、

それを自己の内的法措として形成し直すことに

よって初めて、その基描が11に個人に根ざした
ものかどうかが決まるということです。そして、

自らにしっかりと般ざした評価基準で自らをよ

しとしたときに高まる由時感情こそが、自分を

支えるill嬰な心理的基盤になると考えられるの

です。

(2 )自尊感情と自己観念

①自尊感情を支える自己概念

次に、自尊甚mの般l庄にある自己概念につい
て説明します。

人は自己評価によって自分はと'んな人間であ

るかという内容やイメージをもつことになりま

すが、それを自己概念といいます。自都感情の

般l庄には、個人の自己慨念がありますく図3>。

自己概念は個人が生来もっている不変的なも

のではなく 、成長とともに出会う他者の評価も

取り込んで形成されていきます。この自己概念

には様々なm岐があり、 iI定的なものもあれば
否定的なものもあります巴飢岐とは 分かりや

すい例でいうと、 「成績がよし、Jr運動が得意」
「引っ込み思案Jrプラス思考Jr思いやりがあ
る」などです。それらの領域のどこを最も重要

視するかは個人によって異なります。そして、

その人にとって肢も監要視される自己概念の領

域に対して、自他ともに肯定的な評価がなされ

ると自尊感情は高まり、反対に自己または他者

から否定的な評価がなされると自噂感情は低下

するのではないかと考えられますく図ヨ〉。 つ

まり、その人にとって最も重要視される自己概

念の領域に対してなされる自他の評価が、その

人の自尊感怖に影響します。

。
0

0

 

0
斗
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0
0
中

図3 自己概念と臼離感情のイメ ジ図
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ここで、闘志したいことを 2つ述べます。

1つ目は、その人にとって最もm嬰視される
自己慨念の領域は、あくまでもその人自身が見

つけ、大事に膨らませていく必要があるという

ことです。例えば、周聞の大人が「勉強はでき

なければならないJなどと無理な側値観を一方

的に押し付けることによって、その干の自己概

念の領岐が限定されてしまうと、子どもは自時

感情の低下を招きやすくなり、不適応や問題行

動の胤悶になりかねません。

2つ目は、自尊感情のl止も必本的な土台とし

て基本的信頼感(自分や他者に対する信頼感や

安'L'I感)があるということです。その人にとっ

て重要視される自己慨念¢領域に対する自他の

評価が否定的であっても、あるいは短所や欠点

といった否定的な自己概念の領域をもっていて

も、なお自分を大切なものとして受け入れるこ

とができるのは、基本的信頼感があるからです。

そのため、自尊西村iの育成においては、この基

本的信頼感の育成も百慨する必要があります。

どれだけ成功を感じ自分のょいところが分かっ

ていながらも、先順のところで自分を符定でき

ない人は、おそらく 、この土台に問題があると

思われます。このことについては、第3章で述

べます。

誌を自尊感tNと自己概念の胆J係に戻します。

個人の自尊感情を支える自己概念とは、その人

にとってl訟も重要視される自己概念です。その

ため、その人にとって最も1fI!l喜悦される自己概

念の領岐(成功を願う領域、価値をiEく領域)

に対して自他ともに肯定的な評而がなされるこ

とが由時感情を高める上で有効であると考えら

れます。

したがって、干どもの自尊感情を育てるため

には、その干にとって重要視される自己概念の

制肢が用えるように、鋭や教師など周囲の大人

がその干のよさや強みを発見し、承認 賞賛の

言葉をかけていくかかわりが求められます。特

に、その子がまだ気付いていない自分のよさや

一8-

強みに気付けるように働きかけることが大切で

す。また、その干にとって肢も民要視される自

己概念の領域が何であるかを知り 、その領域で

成功経験がもてるようにその子の取組を主える

ことも求められます。さらに、その干の中で願

望と経験の一致感が生じるように、その子自ら

が定めた適切な評価基準を用いて自己を詳側

し、自己を受容するのをJ互助寸一ることも必嬰で

す。このようなかかわりは、自噂感情を伸ばす

かかわりです。由時感情を"1'ぼすかかわりは、
他者ーからの詳細lを柔軟に受け入れられる児童期

の干どもにとって特に昆要な意味をもっと考え

られます。

②自車感情の揺れ

ところが、自分は何者であるかというアイデ

ンティティの課題に直面する思春期(背年J明)

においては、子どもは自尊感情の帰れを経験し、

自尊感情の低 Fが起きます。これは、他者の目

や評価に敏感になり 、自身を相対化して自己批

評的に促えるという思春期の心埋的特徴による

ものです。

この時WIは、自己にとって重裂な自己概念を
形成する大切なH寺J~Iです。 そのため 自昨感情

が嬬れた際には、自己をLっかりと見つめ、自

己概念について十分な見直Lと再編を行うこと

が£要になります。そのことを通して自尊感情

の回復も図られていきます。つまり 、自尊感情

の隠れを否定的に促えるのではなく、由時感情

が揺れた際に、自尊感情を回復するために自己

概念をいかに再編するかに注目することが 自

己形成にとって重要な意味をもっているという

ことです。このような作業を成し遂げるために

は、不安定な思'-'Imlの内而を理解し、ありのま
まの自分を訂定的に受け止めてくれる大人の存

在や、自分の悩みを共有できる友だちの存在が

鍵を握ります。



理論編

||第 3章 自尊感情の土台にある基本的信頼感
自輸器情と関連する自己評価や自己概念につい

ては既に述べましたが、と'んな欠点があっても、

能力に限界があっても、なお自分を大切なものと

して感じることができるのは、自陣感情のI肢も基
本的な土台として基本的信頼感があることが大き

いと考えられます。(近藤、四10)。今の子どもたち

が白粉剤市をもてずに苦しむのは、この自岬感情

の弘俄であるみL本的信頼感が乏しいことも要因の
一つではなし、かと考えられます。自防甚wの育成
においては、この恭本的信頼感を育てることも意

識する必要があります。

-- ‘ 一1 基本的信頼感とは

........比一喝....--
基本的信頼感とは、エリクソン(EI"ikson.E. H.) 

が提出した発虚理論において乳児j~1の発達課題と

されるもので、健康なパーソナリティの基健とな

る重要な感覚です 。乳児は、企べること、服の;tf

脱排出など、生きるために他者の世話を必要と

しますが、乳児のl止誌をするのは、多くの場合、
母親などの養育者です。エリクソンが乳児を 『与

えられる存在Jと言ったように、乳児は韮育者と

の心地よい信頼に満ちた関係の中で、食物や愛情

を与えられることを過して、「この世界は信じる

に値する」 という「他布への信頼感」を獲得しま

す。また、養育者から自分が世話を受けることに

よって、 「自分は信じるに値する人間1であるJr二
れでいいんだ」という「自分への信頼感」も同時

にJl!'i持します。この「他者への信頼感」及び、そ
れと連続的な関係にある「自分への信頼感Jから

成るものが基木的信頼耳です。基本的信頼感は、

乳児期の発達部組ですが、それ以後も、身近な殺

や家版、先生や仲間との信頼関係の中で少しずつ

ゆっくりと育まれていくと考えられていま寸。

oc 

2基本附 言頼感を育むために

ザ【--............-...... ト噌"-
基本的1古制感を育むには、親や家族、先生など
子どもにとって重要な他者が、 子どもに安4日茜を
与えるかかわりが1fi嬰になります。例えば、子ど

.9. 

もが表現することに対してしっかりと受け止め、

自賛したりほめたりしてあげること、子どもの心

が傷ついたときにそれを思められるような存在と

しての役剖を果たすことなどが求められます。こ

のような関係を過して焔われた基本的信頼感があ

ればこそ、たとえそれ以後の慌々な挫都内失敗に

直面しても、なお自分を価値あるものとして感じ

るための心理的土台になっていくと考えられま

す。

ところが今日、この越本的信頼感が脆弱で葛

藤を抱えたまま生活する干どもが相当数います。

そのため、乳児期以後の発達段階においても、信

頼できる他者との共有体験を通して、深い感情の

交流を図る機会を意識的につくることが必要にな

っています。もちろんそれは、午校段階に移行し

てからも閉じです。先生や仲[l[Jとの信頼に満ちた

人1Il1l剖係の中で、愛され、認められ、安心できる

体験を通して、深し、I韮mの交流を図ることが必要
になっています。そして、感情が共有される体験

を通して、自分の感じ方はこれでいいんだ、自分

はこれでし、いんだ、とし、う確認を繰り返していく

ことによって、基本的信頼感という、自尊謀十Jiの
i註も越本的な土台が強悶になり、自分の存在に対
する確信がもてるようになると考えられます。

守、

ー・
3基本的信頼感を土台とした

自尊尉青は他者を尊重する

h 司-
ここで付け加えたいことがあります。本間}子で

取り上げている、私たちが生きていく上で重要な

心理的)，\換となるよ うな自-t~昌h'lI立、決して他者
を傷つけたり犠牲にしたりしないということで

す。なぜなら、上況の五レド的信頼感の説明で述べ

たように、他者を信頼し、 その他者に信頼される

ことで自己の存在や価値に気付くということは、

他者を都民できる人こそが、自分を部j匝できるよ

うになると考えられるからです。つまり、基本的

信頼感を土台として自分のことを大事にする由噂

感情というものは、他者の尊重を犠牲にしないも

のなのて寸。



理論編(要約〕

自尊感情の構造や成り立ち (要約〉

自尊感情とは 「自分の短所や欠点ち書めて、自分で自分在価値あるものとする

感覚」のことです。この感覚在高めるには、自分が成功レたいと願う領爆や分野

での成功経験が重要です。しかし、伺をちって成功とするかは、その人が自己評

価在行うときに用いる評価基準が何であるかで決まります〈図2>。 見成功し
ているように見えても自尊感情が高まらないのは、その人のもつ評価基準のレベ

ル等が深く影醤しています。現実の自己からあまりにもかけ離れだ評価基準で自

分を評価したり、他者との比較において自分を評価するというのでは、肯定的な

自尊感情はなかなか震われません.大切なことは、現実の自己とつながりのもて
る適切な評価基準在自ら設定し、他者との比較ではなく、自己在受容し、信頼レ、

評価することです。また、そのときに用いる評価基準は、他者の視点在取り込み

つつも、それを自己の内的基準として形成し直されだちのであることが求められ

ます。

つまり、自らにしっかりと根ざした評価基準で自らをよしとレたときに沸き起
こる自尊感情、すなわち「自分はこれでよい」という感覚こそが、自分在支える

霊蔓な山理的基盤になると考えられます。そして、そのときに他者からの意認申
賞黄が得られれば、その感覚はより一層確かなものになると誓えられます。

方、個人の自尊感情は、その人にとって最も重要視される自己概怠の領燭〈例

えば、勉強が得意である、思いやりがあるなど〕に支えられて成り立っています。

したがって、その人にとって最も重要視される自己概怠の領燭〈成功を願う領境

情価値在置く領I量〉に苅して自他とちに肯定的な評価がなされたとき、自尊感情

は最も高まると考えられます。そのため、子どもの自尊感情を育てるためには、

その子にとって重要視される自己慨怠の領域が溜えるように、親や教師など周囲

の大人がその子のよさや強みを発見し、京認 。賞貨の言葉をかけていくかかわり

が求められます。将に、その子がまだ気付いていない自分のよさや強みに気付け

るように働きかけることが大切です.まだ、その子にとって最も重要視される自

己慨意の領鼠が何であるかを知り、その領践で成功経験をちてるように、その子

の取組を支えることも求められます.さらに、その子の中で願望と経験の 至宝感

が宣じるように、その子自らが定めた適切な評価基準在用いて自己を評価し、自
己在受容するのを援闘することも必要です。

レかし、アイデンティティの課題(自分とは伺かという聞い)に直面する思春
期〈膏年期)においては、自尊感情の揺れを経験し、自尊感情の低下が起きます。

この自尊感情の短れは、自己形成にとって重要な意味をもっていることから、自

尊感情が癌れた際は、自己在しっかりと見つめ、自己概怠について+分な見直し

と再編在行うことが!必要になります。このような作業を成し遂げるためには、自
分在理解してくれる大人や友人の嘗在が鍵在握ります。

このように、 「自分の短所や欠点ちさめて、自分で自分在

価値あるちのとする感覚」 である自尊感情は、基本的信頼感

在土台として、自らに根ざした評価基準で自らをよしとする

自己評価のメ力二ズムや、その人にとって最も重要視される
自己概念の領践に対する自他の肯定的な評価、さらには自分

を肯定的に費け比めてくれる人月の寄在に支えられて成り立

っていると考えられます.

一10-
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の!日lに心地よい(;1頼に満ちた人!m関係を築き、
その中で子どもをありのままに11定的に受け止

めること、またその附係の中で子どもに安4削西

を与え、深い感情のJHiが図られるようにかか
わることが大切です。このことを通して、子ど

もは自分の感じ方はこれでいいんだ、自分はこ

れでいいんだという確認を繰り返し、基本的Iil

頼感を育んでいきます.

また、この時期は鋭などの盈育者や保有者の

しつけも始まりますが、子どもから井生える門

立製，Rや主体性をどのように大切にするかが限
姐となります.養育者やl呆Tf1高は守るべき行動

の脱範や普怒をしつける-}jで、子どもの自体

制や自罪性が萎縮しないようにする配慮平、子

どもの向発性や獄極性を励まし見守るかかわり

)Jが)c切になります.

，.......司.ト

2 小学校期

小学校周lは、学校生活の中で仲間や先生から

の評価や、仲間との比較の中で子どもは優敏感

と劣等感の聞を錨れ由Jき、そのことを過して白

己概念が形成されていきます.同時に、たとえ

失敗しても挑戦し鍔jJすることの大切さを学

び、それが自己のイi1i世さの感覚となります.こ

のように、小学校J朋は本終的に形づくられるn
己概念と自己の作能さの感覚に支えられて自尊

感情が育ちます.

この時期の子どもの1'1時感情を育むために

は、その干にとってm要視される自己慨念の制
域が閉えるように、車tや教白liなど周聞の大人が

その下のよさや強みを発見し、最J2，・-n噴の3f

!I'Sをかけていくかかわりが求められますo -r-ど

もの自己慨念の領域をt甘やすためには、例えば

子ども同士で互いのよさを認め合うという活動

なども身えられま寸 .その一方で、その子にと

って最も重要視される自己概念の領域が何であ

るかを把艇L、その軍i域で成功経験がもてるよ

うに、その干の取車lを支えることや、その子の

中で願望と経験の一政l器が生じるように、その

子nらが定めた適切な評価必舶をmいて自己を
評価し、自己を受府すーるのを援助することも大

切になります。これらは、1'1部感的を「伸ばす」

かかわりです.

~‘"* 
3 中学校期

itzZFj闘を迎えるd、午校高学年から中学校JUIに

かけては、「自分は何占であるか」という自分

へのIml，、が深まるー庁、他占ーからの詳細と自己
への厳しいまなざしの相lE作111により、自己慨

念が指さぶられ、 1'1尊感川町知れを経験します.

この時期は、一時的にJ'l棺感情の低下が起き

不適応状態を示すことがあるため、不安定な忠

mUIの内面を思3角干し、心の安定を図るとともに、

J'I分がm要視する向己概念の領域が何であるか
を子ども自身に見いださせるような指導 ・IliJjlJ
が必3主です。具体的には、 子どもをありのまま

に認めること.プラスとマイナスが入り混じっ

た感情を受け止めていくこと、子どもが自分の

よさや強みを再確認できるように指導 ー援助す

ること、子どもが自己形成の舟口を見つけ、自

己概念の再編を行うのを凡司ることなどが大切

です。

また、先生や友人との1;:¥1)¥に満ちた人間関係

の中で.感情を共有する体験をさせることも必

聾です.その体験を通して、自分の感じ方はこ

れでいいんだという蹴認を繰り返すことによっ

て、白勝感情の上台にある必本的信頼感が高ま

り、自分の存在に対する仰1:1がもてるようにな

ります。

これらは、自尊茜仰を 「低下させ立い』働き

かけです.

もう一つ、中学校期間白時感情の育成におい

て付け加えたい悦点があります.それは、Jsljj

での訴動を充実させ、仲IIiIとの共有体験を過し

て下どもたち一人一人の由時感情の育成を図る

という視点です.

この時期の子どもたちは、そのイEり方として

まだ依存的であり、自分よりも仲間やJs問を虫

12 -



実践編

んじ、しかも(411ltPや集団との山H系を通して自己

の形成を臣lるという傾向があります。このよう

な傾向を踏まえ、仲間!とがんばる体験や集団で

何かを成し遂げる体験を充実させることが、干

どもたち一人一人の自己形成に役立ち、そのこ

とを通して自聯器情も育つのではないかと考え

られます。

仲nnとがんばる体験や集団で何かを成し遂げ
る体験を充実させるためには、教自~の指噂 ・ 援

Ij!Jがill嬰になります。具体的には、活動に取り

組む際に、集団全体の目標を子どもたち自らが

設定するのを支えること、子どもたちが共通の

信念をもって活動に取り組むのを見守ること、

活動の中で出会う子ども一人一人の課題に対し

て適切な指導 ・援助を行うこと、子どもたちの

人fm関係を支えること、などです 。
!Il聞の目標や副題を共有し、共通の(;}念をも

って取り組む体験は、子どもの自信を77てると

いわれています。このような体験を学校行事や

部活動はもちろん、日出の教育活動の中に府立

することは、自静耳情の育成にとってkきな百一

I止をもっていると考えます。

ー 司k 翁伝~

4 高校期

戸 ‘ 
~吋臥

自尊感仙の儒れを経験した後の高校期は、そ

の子がJl1:も重要視する自己概念¢領域(成功L

たし、と願う官1岐)に対する自他の評価が気にな

ったり、理組と現実のズレに悩んだりする時期

であるため、思うように白勝感情が日まらない

経験をします.例えば、勉強でよい成縞を収め

たいと思ってがんばっても 向に成紛が伸び

ないという体験などです。

この時期!の子どもの自陣感情を77むために

は、子ども自身が理組自己(あるべき自分)と

現実自己(現実に経験する自分)の一致を図れ

るように緩助することが必裂です。具体的には、

子ども自身に思い泊りにならない自分もあるこ

とを受容させ、願望と経験の一致感が生じるよ

うに伝助すること、そのために自己のもつ評価

基準の点検や見直Lをさせること、その上で子

ども自身が自分の中で肢も価値を置いている領

域において成功経験がもてるように指導緩助

すること、また集団や社会とのつながりがもて

るように保々な活出や体験の中で自己のよさや

強みを発見させ、自己売J力感(f自分は、やれ

ばできる」という自己信頼的な信念のこと)や

自己有用感(誰かに必裂とされているという満

足感)を養っていけるようにすることなどが大

切です。これらは自噂略的を 『回復させる』働

きかけです。

-・a島e軍--'昏--唱fr-.......・.. 

いうまでもなく、自称感情は自分一人で育む

ことはできません。自分を肯定的に受け止めて

くれる他者に支えられて育ちます。今の子ども

たちが自尊感情を十分に育めないのは、親や家

版、先生や友人との人!mIMJ系の中で深い感情の

交流が図れないために、自分の感じ方に確信が

もてなかったり、自分のよさや強みを確認でき

なかったりすることが大きいのではないかと思

われます。

次ERでは、本章の考え方に基づいて、小学校

J~I 、中学校J91.市校191の桁部俊助の例を紹介

します 。

d 

1) -



自尊感情を育むには

ここでは、自尊感情に関する前章の考えに基づいた指導・援協の例を紹介します。

絞種ごとのキーワード

小学校 「伸ばす」

中学校 rjf¥i下させない」

高等学校「回復させる」

[指導 ・援問例の男万]

自尊感情を育てるという視点に基づいた

指導 ・援問のポイントについて述べています。

14 -
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実践編 小学校

Aは何事にもまじめで、最後まであきらめすにがんばる同童であつだ。将に自主学習

には熱血で、毎週月曜日に自主学習の計画在立て、それに従い毎日、ノート2ページ分

の学習を行っていた。しかし、なかなか成績に結びつかす、慢業中ち発言が消極的で、

グループ活動においてち周囲の状，兄に合わせるようなところがあった。

担任は、自信のなさそうなAIこ対して、毎日欠かさす白主学習に取り組むひたむきな

錨度を認めるとともに、努力しだことは似す結果として現れること、そして焦らすに継

続していくことが大切であることなどを伝えていった。また、自分の苦手なところを売

自白するだ此の学習が$かったため、 Aとのノートのやり取りを還して、自主学習の内容

を自分の得意な分野や興味のあることなどに広げていくこと叩、自分にとって男やすく

分かりゃすいノ トを作ってみることなどを提案した。すると次第にAは、その提案在

受け入れ熱I[)¥に取り組むようになっていった.まだ給申図を載せる等、ノートにち工夫

が見られるようになった。1旦任は、 Aの努力在賞賛する他1こ、ノートの使い方叩自主学

習の内容などを学級全体に紹介レた。まだ家庭にも本人の努力在伝えていった。

このような地道な取組が実り、学年の後半になると、徐珂lこAの成績はよがっていっ

た。担任は「自主学習でがんばってきたことが実力になって出てきたね」と伝えるとと

もに、家庭にもその旨を伝えた。保護者からも家庭で本人をほめ疋ことや、家庭での努

力の様子等が伝えられただめ、担任からちそのことを本人に伝えていった.

A自身ち学習に苅して手応え在感じているらしく、徐珂に慢業中の態度が意欲的にな

り、グループ活動の時には自分の意見を積極的に発表し、みんなをまとめる姿ち見られ

るようになった。

15 -



小学校

自分のよさに気付けるように、承認の言葉をたくさんかける

小学絞の時期は、他者からの肯定的な評価を柔軟に受け入れやすいため、'"認の言

E震をたくさんかけ、自分にはできると思える領域をできるだけ増やすこと、自分がが

んばりたいと思っている領鼠在伸ばすことが大切です。そのためには、活動前に目標

在立て実行することで成功体験が昧わえるようにレたり、活動後には娠り返る揚を設

定するなど、自分白書のよさに気位ける機会在増やすことが大切です.

教締は、あらゆる機会を捉えて、 人 人に承認の言葉をかけたり、成果在肯定的

に伝えていくことが望まれます。その際、「がんばったねJiすごいね」だけではなく、

「自主学習でがんばってきたことが実力になって出てきだね」のようにどのようなこ

とをがんばったか、どのような点がすごかったか等、具体的に伝えていくことが重要

です。

まだ、閤I量的に意認の言葉を伝えていくことち刻果的です。例えば、保護者には、

学絞でがんばっている僚子や努力が見られたことなどを連絡帳等で伝え、保護者から

ち京認の言葉をかけてもらうようにお願いすることが考えられます。また、家匡でが

んばっていることなども教えてもらい、教師からそれを本人に伝えることも有苅です。

このことは、自分にはできると思える領域在溜やすことにつながります。

さらに、児童の取組を支え、申閤目標在設定しながらスモ ルス子ツブで成功体験

を積まぜていくこともl必要です.異体的には、 B僚や目標に近づくだめの方法につい

て話し合うこと、また活動の途中において、児童自身が自分の努力在実感できるよう

にフィードパックすること、ちしつますいている場合は、 01組の手だて等について援

闘することが求められます.

このようにして、周闘の大人がその子のよさや強みを発見し、'"認や賞賛の言葉甚

かけていくと同時に、自分にちできるという領戚を増やし、がんばりたい領鼠在仰ぱ

レていくことが大切です。そのためには、その子の取締を支え、自己を受容すること

ができるように獲闘することが望まれます。
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実践編 小 学校

子どもたちの基本的信頼感在高めるためには、家庭での家族のかかわりが重要な鍵在

握る。そこで、家庭との連擦を図りながら、家族の協力在得て教育活動在実施すると、

基本的信頼感在扇める効果が期待できる。

例えば生活科の「自分の成長」では、子どもたちは、龍生から今までの主活を振り返

る中で様珂な出来事を思い出して、自分のものがたりを作成する。そのために子どちた

ちは、できるようになったことや家族のだめに担っている役割などについて自分自身で

まとめだり、写真や愛用の畠をちとに家族へのインタビューをしたりする.このような

活動を遇して子どちたちは、自分自身を再確認し、家族との信頼に満ちた関係の中で安

山感在高めていくことができる。

この他にも、家庭でのお手伝いに対して、がんばり力一ドなどを使って家族からメッ

セ ジをもらうことも活動の っとして蓄えられる。ま疋、学級活動の 「性に関する指

導」 と関連させて、家族に 「自分が誕生した簡のこと」を手紙に害いてもらっ疋り、家

族に対する感謝の気持ちを書いだりする活動ち基本的信頼感在高める活動として考えら

れる。

このような活動在還して子どもたちは、家肢の 員であることを確かめ、自分が大切

にされ、愛されているということを体験在通して浬解する。

[指導 ・援防のポイント]

自分が大切な容在だと思えるように
自尊感情在高めるためには、自己をかけがえのない草在であると感じることが必要

であり、そのように感じる体験在日頃の教育活動の中に用意することが大切です。家

族や教師などからのたくさんの肯定的なかかわりの申で、「自分はありのままの自分で

いい」という自分への素朴な思いや、「あなたがいるだけでいい」という相手の思い在

感じられるようにすることは基本的信頼感在高める上で重要であり、自尊感情を育成

する際の主台になります。

基本的信頼感在高めるためには、親など賛育者の協力が大きな鍵在握ります。事前

指導では、文書等で活動の意図や内容を明確に伝え、準備を一緒にしてもらったり、

家族のいろいろな人にかかわってもらえるようにすることが大切です。事後指導でち

子どもたちの様子を伝え、家族に働きかけていくことが大切です.このように準備や

活動在遇して、家族の中で子どもを中山とした会話が担えることが重要です。家族と

一緒に自分の成長を振り返ったり、その時珂のエピソードや家族の気持ちを知ること

で、児童は自分自身が家族にとってかけがえのない醇在であること、価値ある普在で

あることを実感するようになっていきます.このように家族との連携を図りながら、

家族の協力を得て毅育活動在実施すると、自尊感情の土台としての基本的信頼感在高

めていくことができます。
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中 学校

A子は小学佼の頃から、「まじめで伺事にち一生懸命に取り組む良い子」といわれて
きた。中学校に入り、 A子は別の小学校からきたB子と部活動を通して仲良くなってい

った。 B子1<11年生の頃から服装や頭髪などで教師から指導されることが多かったが、
A子にとってB子は明るく元気で、 緒にいるだけで楽しい荏在であった。そしてA子

は、自分にないB子の自由奔放な主き方をうらやましいとさえ思うようになっていった。

2年生になりB子と同じクラスになると、 A子は少しすつ自分の感情在顔情態度に表
すようになっていった。 担任は、 1 年生の時とは遣うA子の様子在I~\配して声をかける

と、「別に」と言って、すく‘にその揚を立ち去ってレまった。

ある体目、 A子が居在整えて部活動に来た.部活動顧問は厳しく注意した。翌日担任

はA子を別室に呼び、ゆっくりとした口調で理由を聞いだ。最初は黙っていたが、 「居

を整えてはいけないのですか?なぜまじめでないといけないのですかっ」と泣きながら

話した。担任はA子の話にうなすきながら、 「あなたは自分在ちゃんと認めてほしいん
だよね」と静かに言った。そして、困ったときはいつでち話に来るように伝えた。

しばらくしてA子は、「私のよさって問つ」という質問在生活ノートに書いてきた。

その日の昼体み、担任i草、 rAさんは自分のことをちっと知りたいんだよね。そうねー。

じゃあ、今 番わくわくすることは伺か蓄えてみたらどう?Jと伝えてみた。するとA

子はしばらく考えてから、「気兼ねなく友達と話しだりすること」と笑顔で答えた。担

任は「素の自分でいられる反だちっていいよね」と優しく言った。それ以来、 A子は自

分から担任に話しかけるようになっだ。

[指導 ・援助のポイント】

子どものj~\のよりどころとなれるように
中学生は、「自分は伺者であるかJという自分探しの時期です。そして他者の目や評

価に敏感になり、自分を他者と比較し、批判的に捉えがちになります。その結果とレ

て、自分の無力感を味わい、自信を失い、自尊感情の怪下を招き、 時的に不適応状

態に陥ることもあります。

このような子どちに対して担任は、不安定な思春期の内面在理解し、 i自の安定在図

ることが大切で宮。また、その子が震ち重視していることは何か、自分はどうしたい

のかを本人に気伯かせるような指導 援助ち必要です。他者との比較ではなく、自己

在レっかり見つめさせ、自分のよさや強み、個性情持ち昧を再確認できるように手闘

を行うことが大切です。性急に答えを示すのではなく、本人なりの歩みを温かく見守

っていくことも必要になります。つまり、不安定さが伴う子どもに河して、信頼でき

る他者として、一貫して温かいまなざしで子どちを見守り、子どちの山の鏡となっだ

り、よりどころとなるようにかかわることが肝要です.

その子をありのままに認め、学絞生活の様子在把握した上で、客観的に男てがんば

っているところやうまくいっているところを的確に伝えたり、必要があれば課題にな

るところを話題にしたり、時には壁となってかかわりながら健全な成長在支えていく

ことが大切です。
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実践編 中 学校

[指導援問内容]

3年D紐では、中学校最後の合唱コンクルに対する生徒人人の思いを確認し、
共有しながら、合唱曲と目標(優勝。 I~\を つにして練習に取り組む。)1;'決めた。中で
も、 B男の合唱コンクールへの思い入れは人一倍強かつだ。B男はある体験から、今
年こそ優勝し、みんなと感動を分かち合いたいと患っていた。彼は自ら実行委員とな

り、指揮者となった。

2学期になり、B男在中山に合唱コンク ルに向けての練習が始まった。最初はみ

んな烈山に取り組んでいた。しかし10月になり練習が本格的になるにつれ、 B男の

みんなに苅する要求が高くなっていった。そのせいか、口調が強くなり、時には級友

を責めるような場面がみられるようになった。次第に、練習に遅れて来たり、練習中

歌わすに友人と話をしたりする生徒が摺えていった.またB男に対する不満を口にし
たり、部屋の隅に集まって文句在言ったりする姿ち見られるようになっ定。B男はみ
んなが協力してくれないことに対するいらだちを担任にぶつけるようになった。

クラスの人間関係がぎくしゃくし、みんなが意欲在失いかけていることを懸怠しだ

担任は、 人 人の生徒に今の状態に苅する思いを圃いていった。自分の思いがB男
に伝えられないちどかしさ、自分なりの努力を分かつてちらえないことへの憤り、何

より自分たちの誓在が受け入れてもらえないことや、信じてもらえていなし1ことへの

不満などを話した。

そんな最中、 B男が担任のところに来て、自分が3年間指揮者としてがんばってき

た思いを話し始めた。 1 年生の時に聴いだ3年生の合唱が、自分のI~\在大きく動かし
たこと、そして一人一人の声と11)¥在一つにまとめ、美レいハーモニーを作りあげてい

った指簿蓄のC先績は自分のあこがれであり、いつか自分ちC先輩のような指揮者に
なりたいと思い続けてきだことを話レた。担任は、思い切ってこの思いをみんなに話

してみてはどうかと提案した。

翌日、学j舌の時間に、合唱コンクールの今後の取組について話合いが行われた。担

任に促されて日男は立ち上がると、戸を震わせながら合唱コンクールへの自分の思い

を語り始めだ。ざわついていたクラスはいつの間にか静まり、クラス全員がB男の言
葉をしっかりと受け止めた.担任の巴からもB男の言葉がみんなのI!)¥の奥に届いてい
くのが分かった。担任はB男の勇気に感謝レた。
ばつが悪いのか、その後2、38はB男に声をかける蓄はいなかった。しかし、合

唱の練習に遅れる香、練習中に話をしたり、占、ざけたりする者は諸 人いなくなった。

次第にB男の言葉に耳を傾け、前向きに取り組む犠子が見え始めだ。担任ち、生徒の
力を信じ当日まで温かく見守ることにし疋。

合唱コンク ル当日、静けさの中に伴奏が流れた。そこにはみんなを信じ、堂珂と

指揮をするB男の姿があった.ヲクトを振るB男の前には、 B勇と思いを共有吉る
30人の仲間だちの真剣なまなざしがあった。敵い終わった瞬間、大きな拍手が会場
いっぱいに沸き起こった.そこには、一つのことをやりきったクラスの生徒たちの誇

らしげな姿があった。
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中 学校

[指導 援制のポイント]

「みんなと山を一つにして取り組む体駿」を支える

中学生の時期は、仲間や集団との関係を通して自己形成を図るという

傾向があります。自分は仲間からどう見られているか、自分の静在価値

はあるのかという問いに対する答え在、仲間や集団との関係在通レて見

つけていきます。

この時期の子どもたちが仲間や集団在大切にする理由の一つは、親か

らの自立に伴う不安在訂ち消すためだときえられます。そのため、集団

での活動在通して仲間との共有体験在深めていくことは、子どちの自尊

感情在高めることにつながっていきます。特に仲間とがんばる体験や集

団で伺かを成し遂げる体験が自尊感情の支えになります。

担任は、活動在行うにあたって集団の目標や課題を子どち自らの力で

設定できるように支援することが大切です.まだ、子どもだちが共通の

信怠をもって取り組んでいくことを見守りつつ、活動する中で出会う様

月な課題に対して、適切に指導・援助レていくことち大切です。さらに、

クラス一丸となって取り組めるように、またおEいが信頼し合える関係

になるように生徒 人 人を見守り、陰ながら支えていくことも重要で

す。

集団の目標や課題を共有し、共通の信意をもって限り組む体験は、子

どちの自信在高めることになります。また、子どちを尊重し、子どちの

力を信じて活動に取り組まぜることは、子どちの自主性在育てることに

なります。
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実践編 高等学校

医療系在目指す生徒在苅象とした看護体験学習は、病院で看護締の指導のちと、患者

さんと直に接することを遇レて、 医療に苅する理解を漂めたり、看護臓に関わる人のJ~\

在感じ取ったりしながら、進路意識をより明確にすることを目的として実施されること

が多い。この体験学習は、「自分とは伺か」という白書への問いかけとも関連している

ので、これに参加することは、その聞いに対する答えを見いだすーっの機会と捉えるこ

とちできる。

生徒の中には、迷いながら参加する場合もあるので、事前指導の中では事務的な連絡

にとどまらす「この体験学習を通し、自分の中にどんな気付きが生じるかということに

ち注目してみよう」などと自己の内面に意識を向けるよう促しておくことが大切である。

また、事後指導として校内で参加者を集め、振り返りの時間在設けてみると気付いたこ

と、感じたこと、考えたことを共有する貴重な揚となる。自己有用感を得られ疋生徒に

は、担任がその後の学校生活で本人の成長にどのように関係しているのかを見極め、フ

ィードパックすることでさらに自尊感情の育成につなげることができると考えられる。

なお、これら 連の指導 ・握聞は進路指導部と学年、担任とが連携しながら行うこと

が大切である。

[指導・握卸のポイント]

事前指導 ・事後指導を丁寧に

校外での看護体験は、とちするとその日で完結してしまいがちです.しかし、事前

指導や事後指導をより丁寧に行うことで、生徒の自尊感情在育むことにつなげること

ができます。こんな例があります。日頃から伺となく自信がない男子生徒が、体験学

習に参加し「高齢者の足を洗わせていただいたとき、『とてもいい気持ちだよ.どうも

ありがとう』と言われ、こんな自分でもその万の役に立てたことが贈しくて、迷いな

く看護師在目指そうと決めましだ」という感想を述べていまレた。その後、それまで

以上に 生懸命に勉強し、今は看護師として活躍レています.こういった揖合には、

担任が本人の気{甘さを丁寧に取り上げ、人の役に立つことの素晴らしさや、その生徒

がいるだけで嬉しくなる人がいることなどをフィ ードパックすると、体験学習は、よ

り一層価値のあるものになっていくのではないかと考えられます。

校内には自尊感情を育むことにつながる叙育活動があふれています。この例のよう

に、既容の教育活動をうまく活用していくという意識が大切で宮。
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高等学校

AI立入学しだ高校で選mクラスに所属し、高い運動能力在発揮し部活動との両立ちこ
なす生徒であった。クラスではリ ダー的容在であり、周囲も 日置く様子が見られた

ため、担任Ia:Aのことを劣等感からは程遠い存在だと思っていた.しかし、一部の生徒

に対して山ない発言をする場面や、言動にどこか不満そうな、ひねた様子を見るにつけ、

違和感在感じることもあった。その後、AIこは地I或でも評判の成績優養な兄がいるとい

う情報を耳にした。不満在ぶつけるかのような表情や言動は、兄と自分在比較する中で、

自分で自尊感情を傷つけてしまった結果、自信をもてなくなってしまったことに関係し

ているのではないか、と担任は感じるようになった。

3年になったある日、 Ala:同じ進路を目指す生徒数名で蘭鑓の指導在受けてい疋。こ

れまで、 AからJ~\ない発言をされていたBもその中にいだ。 模擬面接の場面で、 AIà: B

の高い進路意識や謙鹿な姿勢、それを支える白河の努力に衝撃と感銘在受けた様子であ

った。 rB君すごいね」としみじみその揚で声にしたAに担任は成長在感じた。そして

感じたままをAIこ言葉で返した。それからのAは徐珂に等皇大の自分と向き合えるよう

になっ疋。兄とは遣う静夜の「 人しかいない自分」在強く意識し、かねてから興味の

あった分野に!司かつて努力をするようになっだ。

[指導 。援防のポイント]

焦らすに成長の力を信じて
担任Ia:Aへの指導に手を焼くこともあったが、時折見せる山根の優しさに気付いて

いました。と同時に鎗てられないブライド、過大ともとれる理想の自己を持て余し、

それに近づけない現実の自己とのギャッブに悩んでいる儀子ち知っていましだ。この

頃はちょうど、自分が大事にしたい領域をAが模索していた時期であったと考えられ

ます。定期面識だけでなく、清掃時や体み時間なども適度に距離感を測りながら声を

かけ、 Aがこれ以上自尊感情在怪下させないように温かく見守るようにしました。そ

の際には「君は運動ができるからいいじゃない」などと、代替の領1量に言及し、その

宣言しのぎの慰めをするようなことは避けるよう留意しました。それは、担任の申に、

A自身が納得のいくような、本当の意味での成長の底上げをしたいという思いがあっ

たからです。あくまでち、Aが重視している領鼠やAの内面に苅し、伸びが見られだ

ときには、「最近~になったんじゃないつ」などとさりげなくほめ、うまくいかなかっ

たときには窺怠さを共有することを一貫レて継続しましだ。

理想と現実の自己 致在図ろうともがきながらも、素直に他者の素晴らしさを認め

られるまでになっ疋A白書の成長在信じ、担任が焦ることなく共に歩む姿努在持ち続

けたことは自尊感情の回復を支えていたと考えられます。
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まとめ

ま と め

1 自尊感情を育成するときの視点

今の子どもたちの自尊感情の特徴として指摘されることは、以前と比べて

倍下していることや他国と比べて怪いこと、また学年進行とともに値下し、

小学校高学年頃から中学生にかけて愚ち怪い状態になり、高綬生になっても

なかな力、回復しないということなどです。加えて、どの発達段階においても

自尊劇胃の個人差の大きいことも特徴とされています。

このような状況を踏まえ、本冊子では子どもたち人人の自尊感情をど

のようにして育むかということについて、自尊感情の構造や成り立ちなど主

に自尊感情の形成要因に基づいて様討しましだ.その結果、小学生 ・中学生

高校生に共通する育成の視点として、以下の4つの視点在見いだすことが

できました。

[視点1] 信頼できる他者(親や家族、先生や友人〉との感情の共有

体験を遇して、自尊感情の最も基本的な土台である基本的信

頼感在高めること。

[視点2lその子にとって重要視される自己概怠の領協が増えるよう

に、その子のよさや強みを発見し、承認や質賃の言葉をかけ

ていくこと。特に、その子がまだ気付いていない自分のよさ

や強みに気柑けるように働きかけること。

[視点3lその子にとって最も重要視される領域〔その子が成功しだ

いと願う領域や価値を置く領頃〉が何であるかを把渥レ、そ

の領鼠で成功経験をもてるように、その子の取組を支えるこ

と。

[視点4l その子の中で願望と経験の致感が主じるように、その子

自らが設定した適切な評価基準在用いて自己在評価し、自己

を受容するのを支えること。すなわち、他者との比較ではな

く、自分で自分をよしとしたときに沸き起こる「自分はこれ

でよい」という、その子の中の感覚を育てること。

『下---てチJ・
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この4つの視点在基本とレて、さらに発達段階ごとの自尊感情の育成の

視点在横討しまし疋。その結果、発達段階ごとの育成の視点在キーワード

によって整理することができました。

そのキーワードとは、

小学生の揚合は自尊感情を 『伸ItすJ
中学生の揚合は自尊感情を 「低下させない』

高校生の揚合は自尊感情を 「回復させる」

そして、 4つの視点と発達段階ごとのキーワードに基づいて、子どもた

ちの自尊感情在実際にどのようにして育むかということについて、具体例

を挙げて指導・援助のポイントを整理しましだ.

2 子どもとかかわる大人の姿勢

自尊感情は大入力可宝急に育てうるちのではないし、 一方的に与えること

のできるちのでもありまぜん。自尊感情は、家庭で、学校で、地域で、親

や家族、先生や友だちとの開眼などを遇して、じっくりと、人と人との肯

定的なかかわり体験を基盤として育まれていくものです.そのためこは、

親や先生など子どもとかかわる大人が、子どもと体験を共有するように自

分からかかわっていく姿努をもつことが大切です。

また、子どもとかかわる大人自身の自尊感情が子どもたちに影醤を及lま

すことから、子どもの自尊感晴だけに自在向けるのではなく、自分自身の

自尊感情を知ることも大切です。それにはます、今の自分に自尊感情をも

てているか、誇りをもてているか、素敵な自分といえそうか、などと聞い

白川7ることが出発点となります。このように、大人白昼が自分の自尊感情

在自分で育てることを意識しながら子どもとかかわるとき、子どちの自尊

感情在育てる試み力漬に実知性をもつことになります。

錯
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発達的にみた自尊感情の育ち

自尊感情の形成要因や関連要因を探る研究が盛んに行われています 借且2!:JJ7: IJ宜、 2010 近臨

2010山国潤"西何 2010山本氏家ご宮室+風 弁上2(10)。それらを参考にレて、自己の山理社

会的な発達という視点から自尊感情の育ちについて乳幼兜賜から思春期までを概観します。
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オ 乳幼児期の自尊感情の育ち

• 

人から自尊感情が芽生えるには、そもそち、そのよう

な感情を体験する自己の成り立ちが前提となります。自

尊感情が芽生えるのは、自分を苅象化して淀えられるよ

うになる1歳半ばから2歳頃にかけてであるといわれて

います。この時期に、親など震育者からの評価的なまな

ざしを鏡として、自己が自身を河象として捉えるように

なり、自身への評価的な感情が芽生えていくことになり

ます。まさに原初的な自尊感情の始まりです。

自己の発達は2~3歳の聞に一つの大きな愛化を迎え

ます。自立要求が強くなり、子どちは何でも自分でやっ

てみようとします。ときに親の自には危なつかしく映り、

それを親が干渉しようとすると、子どもは「いや」とか

だくなに反抗します。いわゆる第 次反抗期ですe この

時期、 人でできた自分を誇らしげにする姿が特徴的に

男られます。また、自分の中にちった基準や目標に照ら

しながら自己の行為の結果を評価するといっ疋ことも見

られるようになってきます。それは誇らしさだけでなく、

自分の思うようにうまくできずに叫すかしさを感じると

いつだ自己評価的な感情を伴うことになります。ここに

子どもは、明らかに自尊的な感情を抱き始めるようにな

ります。
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• 

く、さらに特定の好き嫌いを乗り越えて協力し合いながら協同的に

活動するといったことも可能になってきます。

この頃の子どもは、だとえ親や保育者などからいちいち指示され

なくても自律的に決まり事を守る、保育者が介入レなくてもいざこ

ざを自分たちで解決する、公平な遊びのルールを皆で工夫するとい

った自律的 自発的な行動が司能になってきます。 また、 4~5歳

頃から、他者の思いに気遣いながら積極的に自由に動き回り、 H管
。をちって活発に活動するようになってきます。そのため、親や保

有者などは守るべき行動の規範や善悪をしっかりとしつける一方で、

子どもの自発性や自主性が萎縮しないようにする配慮や、子どちの

自発性を間まし見守るかかわり方が大切になってきます。そのよう

なかかわりの中で、自発的に行動できる自己への自尊感情が酪成さ

れていきます。親や保育者からの過度な制比や罰が行き過ぎると、

子どもの自主性を削いでしまい、せっかくの自尊的な感情が育つ機

会を尊ってしまうことにちなりかねません。ま疋、園での遊びゃ生

活の中で仲間から自分が受け入れられるかどうか、さらに仲間との

協同的な活動の申で自分の役割が担えるかどうかも、子どもの自尊

感情の形成にとって大切な要因になってきます。

• • この時期、本格的な親のしつけも始まるようになりますが、子ど

• ちから芽生える自立要求や主体性をどのように大切にするかが、自

ト
尊感情を育む上で大きな課題となってきます。例えば親が子どもの

要求を無視する、力で押さえ込み従わせる、あるいは反対にいつも

子どもの言い成りになってレまうといつだ子育ての中では自己は育

ヰお
っていきません。親のしつけと子どもの自立要求との葛藤の申で、 ri 子どもは親から、親包子どちから次第にIs¥理的に分離していけるの

で昔。その過程の中で、子どち1<1:親から自立し疋行動在とれる自己!。 に誇らしさや自尊的な感情を培っていくことになります。

自我の芽生えた頃の自尊的な感情はあくまで唯我強尊的なもので

あり、そこでは自己への筒Is¥はあっても、他者を気にかけることは

あまりありません。しかし4歳頃になると、次第に子どもは他者の

期待や要求を気にかけながら行動するようになってきます。好きな • 仲間と 緒に遊ぶときち、いつも自分のわがままを通すのではなく、

相手の思いち壱えなければならないことに気伺くようになります巴• 年長児ともなると、皆のことを考えながら自分の行為を調整してい
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2 児童期の自尊感情の育ち • 

小学校へ入ると、子どもの生活の中山は家庭から学校へ蛮わ

ります。学校生活の中では、運動能力、易体的魅力、クラスで

の人気、学業成績など、それぞれの子ともにとって満足しうる

領鼠(最ち重視する自己概患の領域〕での他者からの高い評価

や京認が、子どもに肯定的な自尊感情在ちだらすことになりま

す。反対に、それらの領域での怪い評価は自己への不全感や劣

等感をもたらします。この時期、仲間や先生からの評価や仲間

との比較の中で、子どもは劣等感と優越感の闘を揺れ動くこと

になり、そのことを遇して子どちの自己概意が形づくられてい

きます。

子どもの自尊感情に関する研究在謁べると、そこにはある共

通レた傾向を見いだすことができます.それは、小学校入学当

初は高い状態にあつだ自尊感情が学年進行とともに値下し、高

学年頃から中学生にかけて最も低い状態になり、その状態は高

校生になってもなお続き、なかな力、回復しないという傾向です.

このことについて、研究者から次のような循摘があります。学

校では様珂な活動の申で、仲間からの承認や評価に加えて、先 ・

が

• 

生から能力や性格!こ対する明示的な評価在畏けることになり、

そこでは自己の側面への否定的評価や、他者との比較もなされ

るために、それが子どちの自尊感情を値下させていくことと関

連しているのではないかという指摘です。学絞生活の中で満足

しうる領域は子どもによって異なるにしても、とりわけ学業成

績は、どの子どちにとっても自尊感情の形成に大きなウ工イト

在占めていると考えられます@したがって、勉強でよい成績を

とり、先生や仲間からできる子と評価され、認められることが

自尊感情の形成にとって重要になってきます。しかし、親や毅

帥が学業の優劣だけに焦点化して子どもだちを比較 評価する

なら、子どちには過剰とも言える優越感か、絶望的な劣等感だ

けを植え柑けてしまうことになります.また中には、周りから

能力が値いと評価されることが辛いため、あるいは失敗が怖い

ために最初から学業への努力や挑戦を避けるといった形で自尊

感情を保とうとする子どもち現れます。そのようにして保た
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れる自尊感情は決して望ましいちのではありません。そのよう

な子どちには単に競争を強いるのではなく、たとえ失敗しても

自分が挑戦 ・努力していく力をもった、価値ある杏在であるこ

とを実感させる体験が脳裏です。まだ、努力すれば成功感を味

わえるような学びの環境づくりや、それを励ます毅師や親のか

かわりを工夫することも必要になります。一方で、成績のよい

子どもたちにとってち、そのような競争意識は強いストレスを

もたらし、自尊感情の形成に影醤を及ぼします。単に自尊感情

の高低だけが問題なのではなく、その質ち問われなければなら

ないのです。

一般に、自尊感情の高い子どちは、現在の自分に満足してお

り、自分の能力や性格に対して肯定的な感情をちっています。

しかし、自尊感情の倍い子どちほど自分の不十分さに敏感に注

意が向き、学校生活の中で不安やストレス、疎外感が強いとい

われます。また、教師や仲間からの評価にも敏感で、失敗を恐

れ、自信がなく、くよくよと悩む傾向が強いといわれます。

このような子どちには教師の慎重な対応が必要です。自分に

自信がなく、伺事にち消極的な子どもには、ます、先生や仲間

との信頼に満ちた人間関係の中で安，~\できる体験を与えること

が大切です。その体験の中で、先生や仲間との深い感情の交流

を遇して、子ども自身が基本的信頼感をしっかりとちてるよう

にすることが必要です。また、子ども自主筆が今の自分とつなが

りのもてる適切な評価基準在設定するのを援助レ、その基準に

照らして自己を評価した際に沸き起こる 「自分はこれでよい」

という感覚在支えることも必要です。さらに、自尊感情を支え

る自己慨怠の領域在i首やしていくだめに、その子のよさや強み

を発見し、京認 質賃の言葉をかけていくかかわりや、その子

にとって最ち重要視される領鼠を把握し、その領I草で成功経験

がもてるようにその子の取組を支える指導 援劉ち必要です。

このように、子どもの自尊感情にとって学校は大きな影響を

与えますが、たとえ学校でのストレスがあっても、家庭が愛情

に満ち、子どちにとって安，~\と喜びが享受できる湯であれば、

子どちの自尊感情は比較的安定したちのになります。家庭の役

割ちまた重要です。
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3 思春期の自尊感情の育ち

小学校の高学年頃になると、思春期の前兆が1尉1ます。

親や教師に対する批判的な言動が見られ、それまで絶対

的であった親や教師を客観的に眺めるようになります。

まだ、自分白昼をち相対化して自己批評的に捉え、自分

の長所や短所を分析的に言い表すようになります。申学

生ともなるとそれが顕著になります。この時期は第二次

反抗期と呼ばれ、続からの自立が再び課題となり、本当

の自分とは伺かを模索し始める方で、親への強烈な反

抗や否定が現れます。

思春期は、学業をめぐる競争などに加えて、親からの

自立に伴う不安や孤独を昧わうだめ、それまでの自己慨

念が大きく怒らぎ、不安定な![)¥理状態になります。その

結果、今の自分に自信がちてなくなり、例えば、他者の

Bや評価に敏感になる、周りから悪く思われないように

「いい子」を演じる、自分が傷つくのを恐れて人目在避

ける、相手を見下すことによって自尊感情を保持すると

いったことが生じます。他方では自己への要求や理想が

高くなり、現実の自己に満足できす、否定的な自己の側

面にばかり自が向き、それが自己嫌悪や劣等感を生みま

す。子どちが現実の自己に否定的な感情しか抱けす自己

を受容できない湯合は、不適応に陥ることもあります。

このように、思春期は自尊感情が揺れ、一時的に自尊感

情が値下します.

したがって、思春期の子どちが自立という課題に立ち

向かい、自己形成を通レて自尊感情を育んでいくために

は、思香期の内菌を理解レつつ見守り、ありのままの自

己を肯定的に受け止めてくれる大人や、自分の悩み在灯

ち明け、自分の本音を共有できる友だちが必要となりま

す。
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( 教育相談部発行資料 〉

学級 ホームルーム担任のための教育相談
第 :集登校矩否児百1生徒の理解と指導 (i昭和63年度)

胃i2集無気力な児窓生徒の理解と指噂 (平成元年度)

第 3集 「輔黙Jの理解と指導 (平成2年度) 斗

第 4ffi登校拒否児童生徒の理捕手と指導 (2) (平成3年度)

第 5集いじめへの対応 (平成4年度)

第 61駐車例研究のすすめ方ー 児窓生徒理解のためにー(平成5年度)

第 7it1不登校児童生徒の盤解と指導 (平成6年度)

第 8集いじめへの対応 (2) (平成7年度)

第 9:!t学校教育相談の進め方一笑践漏れ)ー (平成8年度)

第 10集学校教育相談の進め方 実践編 (2)- (平成9年度)

第 l1ffi気になる干の理解と対応 (平成 10年度)

第 12集リス トカット ・自殺企図 挺企障害の理解と対応 (平成 15年度)* 
第 13ffi保護者ーとの連携を深めるために (平成 16年度) 功

第 14m キレる子どもの理解と対応 (平成 17年度)* 
第 15ffiいじめへの対応 (3) (平成 18年度)* 
第 16jJ主人11¥1関係を築く力を育てるために (平成 19年度)* 
第 17集子どものつらさや匙しみにどう寄り添うか(平成20年度)* 
第 18m自殺予防教育について考えるー危機を来り越える力に焦点を当ててー(平成 泣 年度)* 
号外 「緊急情報槌供」 栃木の子どもたちの 「危機を乗り越える力」を援助するために

調査研究報告書
「望ましい学級経世の在り方J(中間1まとめ平成 11年度)

「望ましい学級経世のtEり方J(まとめ平成 12年度)
「不登校児童生徒の殴助 指導の在り方j (qll日1まとめ(平成 13年度)

f不畳校児童生徒の暖助 指導の在り方J(まとめ平成 14年度)

(平成 23年度)* 

・「中学校における発注障害のある生徒の指噂の在り方に附する開査研究J(中11¥1報告)

(平成 18年度)* 
現職教育資料「通常の学級における特別支援教育J (平成 19年度)* 
。人/l[J関係を策く力を育てるための指噂の在り方(平成21{存度)* 

~'，; ì等学校における支按が必要な生徒の指導(平成 21 年度) ネ

生きる力を育む生活単元学習の在り方(平成221存度)* 

*栃木県総合教育センターのホームページにて、閲覧及びダウンロードできます。

W，bベ ジ fとちぎ学びの杜 lttD仇V¥¥IW. toch iid -edu.ed. i o/centerゾ
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